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　このように、あなたがたの光を人々の前で輝かせなさい。

人々があなたがたの良い行いを見て、天におられるあなた

がたの父をあがめるようになるためです。            　

　　　　　　　　　　　　　　　　　マタイ５章１６節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０２２年　２月 １３日

礼拝奉仕者

説教 ：若村和仁師　　司会 ：本多崇兄　　奏楽 ：本多こずえ姉　献金 ：渡辺恵姉
受付 ：勝山幸子姉

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 恵 姉

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 花も」

聖歌１９５番「 わがめをひらきて」

創世記２９章１５節～３０節

「 ヤコブの熱い祈りと忍耐」

聖歌２５６番「 いのれものごと」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

創世記２９章１５節～３０節
15, ラバンはヤコブに言った。 「あなたが私の親類だからといって、 ただで
私に仕えることもないだろう。 どういう報酬が欲しいのか、 言ってもらい
たい。」
16, ラバンには二人の娘がいた。 姉の名はレア、 妹の名はラケルであった。
17, レアは目が弱々しかったが、 ラケルは姿も美しく、 顔だちも美しかった。
18, ヤコブはラケルを愛していた。 それで、 「私はあなたの下の娘ラケルの
ために、 七年間あなたにお仕えします」 と言った。
19, ラバンは、 「娘を他人にやるよりは、 あなたにやるほうがよい。 私のと
ころにとどまっていなさい」 と言った。
20,ヤコブはラケルのために七年間仕えた。ヤコブは彼女を愛していたので、
それもほんの数日のように思われた。
21, ヤコブはラバンに言った。 「私の妻を下さい。 約束の日々が満ちたので
すから。 彼女のところに入りたいのです。」
22, そこでラバンは、 その土地の人たちをみな集めて祝宴を催した。
23, 夕方になって、 ラバンは娘のレアをヤコブのところに連れて行ったので、
ヤコブは彼女のところに入った。
24, ラバンはまた、 娘のレアに、 自分の女奴隷ジルパを彼女の女奴隷とし
て与えた
25, 朝になって、 見ると、 それはレアであった。 それで彼はラバンに言った。
「あなたは私に何ということをしたのですか。 私はラケルのために、 あなた
に仕えたのではありませんか。 なぜ、 私をだましたのですか。」
26, ラバンは答えた。 「われわれのところでは、 上の娘より先に下の娘を嫁
がせるようなことはしないのだ。
27, この婚礼の一週間を終えなさい。 そうすれば、 あの娘もあなたにあげ
よう。 その代わり、 あなたはもう七年間、 私に仕えなければならない。」
28,そこで、ヤコブはそのようにした。すなわち、その婚礼の一週間を終えた。
それでラバンは、 その娘ラケルを彼に妻として与えた。
29, ラバンは娘のラケルに、 自分の女奴隷ビルハを彼女の女奴隷として与
えた。
30, ヤコブはこうして、 ラケルのところにも入った。 ヤコブは、 レアよりもラ
ケルを愛していた。 それで、 もう七年間ラバンに仕えた。

「ヤコブの熱い祈りと忍耐」
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今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介

★ 2022 年 2 月 8 日御言葉

エレミヤ書　29 章 11 節

わたし自身、 あなたがたのために立てている計画をよく知っている──主のことば─

─。 それはわざわいではなく平安を与える計画であり、 あなたがたに将来と希望を与

えるためのものだ。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●エレミヤとは古代ユダヤの預言者です。神の言葉を預かり人々に伝える役目を持つ、

神と人との仲介者でした。 そのエレミヤが、 バビロン捕囚というユダの民がとらえら

れ奴隷生活を送るという苦しみの中にいた時に、 ユダの民を励ます言葉を神から預か

り、 捕囚民となっていたユダの民に語った言葉がこの御言葉です。

　この言葉は、 今現代を生きる私たちにとっても、 とても励ましとなります。 神様の立

てている計画は、 時に苦しみが長く続くことがあるかもしれません。 しかし、 それは、

私たちを苦しめるための災いではなく、 平安を与える計画だと語るのです。 私たちに

「将来と希望を与えて下さる」 と約束されているのです。

　エレミヤはこのような神の約束を民に語りましたが、 しかし、 神様の下さる平安は、

信じたからと言って、 即席で答えてくださるものではなかったのです。 こう語られ励ま

されても、 捕囚民の状態から解放されるのに７０年という時間がかかったのです。

しかし、 世代を超えてこの神の約束を信じ続けた結果、 ユダの民に土地が返され解放

される時は来たのです。 長い長い想像を絶する苦しみだったことともいます。 しかし、

神の約束通り、 信じた結果、 神のご計画通り捕囚の身から解放されたのです。 私た

ちも、 自分ではよくわからなくても神様は私たちのご計画も良く知ってくださり、 神が

立ててくださるご計画の中に苦しみがあったとしても、 必ず乗り越えられる道が用意さ

れていることと、平安と希望を与えるものだと語るのです。 私たちもこの希望を信じて、

試練にも意味があり、 必ず脱出の道も用意されてることを信じ、 神様と共に歩む人生

が送れるよう祈り求め続けたいものです。 神様は将来と希望を与えるためにいろいろ

な経験をさせてくださるのです。 では今日の一日が守られるようお祈りしています。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 2 月 9 日（水 )

 2 月 6 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　５人　　　　　　　　　　　　　５人

礼　　　　　拝    5+0 人    5+4 人   7+6 人　27（17+10）人

　　　　　　　（※上記 「礼拝堂 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会               1 人　　1人　　　  2 人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（２月２０日〈日〉）
司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： 創世記２９章３１～３０章２４節　

説　　教 ： 「神から離れ始まる家族のひずみ」　若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「主イエス神の愛」

　　　　　　　　聖歌３３２、 聖歌４９６、 聖歌３８３　

受　　付 ： 本多節子姉　　献金感謝祈祷 ： 渡辺愛秀姉

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　  10:30 ～ 12:00　
2 月 13 日 ( 日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　   9:30 ～ 10:15

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:002 月 16 日 ( 水）

☆自家焙煎珈琲タイム

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。
　　お時間のある方ご自由にお交わり下さい。

こひつじタイム（子育てクラス）　　　　  　　10:30 ～ 13:002 月 15 日 ( 火）

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。
★原市場聖書教会での礼拝は以下の感染防止対策を継続いたし ます。
　　1, 体調のすぐれない方は zoom によるオンラインでの参加をご検討ください。

　　2, 会堂での礼拝参加の際は、 極力間隔をあけてお座りください。

　　3, 会堂に入られる際には、 マスクの着用、 手の消毒をよろしくお願いします。

　　4, 当面の間、 食事を伴う交わりは自粛いたします。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ ２月１５日～２月１８日 （火～金） あまやどり （場所 ： 高麗聖書教会）

・ ２月１７日 （木） hi-b.a. 所沢＆川越集会 （場所 ： 原市場聖書教会）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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